
 

 

 

 

 

 

 

 

 英語活動① 自己紹介 

ヴィレステで結団式をした後、バスで 

三朝町総合文化ホールへ    

※バスの中、英語で３０秒の自己紹介 

みんな、しっかり準備していました。 

 

 英語活動② マリア先生の「メンバーを知ろう」  

はじめに、自分のことを知ってもらう準備の後、

ALTも含め、参加者全員でお互いのことを質問

し合いました。生徒達は、中学1年生の間に学ん

だ英語を駆使しながら、情報交流しました。   

最後に、ALTについてのクイズは生徒達との対

戦形式。ドキドキしながら英語で回答しました。 

 

 スポーツ（三朝温泉スポーツセンター）  

２時間しっかり英語を話した後は気分転換。 

チーム対抗バスケットボール大会とバドミントン 

交流を行いました。新型コロナウイルス感染症の 

影響で、思いっきり身体を動かす機会が減って 

いたこともあり、スポーツをとおしての交流を 

生徒達も喜んでいました。 

 

 英語活動③「振り返り、出し物相談」  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 英語活動④ マイケル先生の「外国のカードゲーム」  
 日本では馴染みのないトランプゲームについて、 

英語で書かれたルールを理解し実際に挑戦してみ 

ました。「Ｌｉａｒ！」では、カードを置く人と、周囲 

で見ている人との激しい心理戦が展開されました。 

  

 英語活動⑤ ウェズリー先生の「ヒーロー」  

 実在するヒーローには、どのようなものがある 

か、また、それぞれのヒーローがどのような特殊

能力を持っているかを英語で話し合いました。そ

の後、新たなヒーローを生み出す時間。自分だけ

のとっておきのヒーローを創り出し、発表しまし

た。それぞれのヒーローが、現実世界でどのよう

な活躍をするか、想像は膨らむばかりです。 

 

 調理「外国の料理（タコス作り）」  

イギリスでは、多くの家庭で金曜日の夕食 

にタコスを食べるそうです。たくさん作って 

食材が残っても、別の料理に使って食べる 

そうです。昨年度、挑戦したタコスをさらに 

バージョンアップし、全員で調理しました。 

タコスに使うのは、合挽きミンチのタコミ

ートと、アボカドとトマトをベースにした

ワカモリ。「美味しい！」と参加者全員大

喜び。レシピを手に「また家で作りたい。」

と話していました。 

 

 英語活動⑥ 「出し物」  英語を使って、観ている友だちに楽しんでもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
令和３年度 日吉津村人材育成交流事業 

 日吉津村では、次世代を担う人材の育成のため、村在住の中学生をオーストラリアに派遣しています。昨年度と

同様に新型コロナウイルス感染症対策のため、令和３年度も県内施設を利用した２泊３日の「English Camp」に変

更して実施しました。 

1日目 ３月２５日（金） 

２日目 ３月２６日（土） 

初日の昼食は「白壁倶楽部」の限定食 

「白壁ランチ」いきなりご馳走スタート！ 

チーム対抗戦では、何度も速攻が見られま

した。4点差でウェズリーチームが勝利。 

「白壁ランチ」いきなりご馳走スタート！ 

宿泊はブランナー

ルみささ。夕食は

15 品の豪華会

席。小学校修学旅

行の思い出がたく

さん飛び出しまし

た。 

夕食後の振り返り。 

夜 10 時過ぎまでか

かって、今日の活動を

振り返り、英語でまと

めました。英語の授

業・講義等と異なる魅

力が、この時間に詰ま

っています。 

「神経衰弱」は、英語では Concentration(集

中)、Matching Gameと言われます。英語だと

普段とは異なる集中力が必要のようです。 

料理をする前から、ウキウキが止まらない。 

夕食の後、始まったカードゲーム。

心理戦が続きました。集まったカー

ドを見てみると・・・、みんなウソつ

いてばかり！ 

ウェズリーチームは英語の歌。マリア

チームは三朝町の不思議を調べて英

語でクイズを出しました。 

クイズの賞品、こんなにも

らっちゃった！ 



 

 

 

 英語活動⑦ プレゼンテーション準備  

１日目と2日目の振り返りでまとめた資料をもとに3日間の自分の活動をレポートするのが、

最後の課題です。中学１年生で学んだ単語や英文法を駆使しながら、原稿を作成しました。タブ

レットパソコンでプレゼン資料を提示しながら発表するために、資料の作成と発音練習を同時

に進めました。ALTの先生方も、しっかりサポートしてくださいました。 

 

 英語活動⑧ プレゼンテーション『私のＥｎｇｌｉｓｈ Ｃａｍｐ』  
English Camp最終課題、３日間の活動をとおして感じたこと、考えたことをそれぞれ自分

の言葉で伝えます。もちろん全て英語で。活動中は、多くの笑顔が飛び出し、楽しみながら活動

することができ、生徒全員が意欲的に活動に取り組んできたことが感じられました。 

 

 

 

 『Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃａｍｐ』を終えて  

最終日に、生徒達が「あっという間の３日間だった。」「まだ続けたい。」と話していました。参

加した生徒達の充実感を感じ、嬉しく思います。３日間の活動をとおして、時間の経過とともに

生徒達が英語を用いた発信に抵抗を感じなくなり、会話が多くなっていきました。英語が多く

飛び交う環境が英語を用いた自発的なコミュニケーションに大きく影響すると感じました。生

徒達が自発的に英語を話すように、３日間の活動をとおして熱心に関わってくださった、イング

リッシュスクール米子のマリア先生、ウェズリー先生、そして日吉津小学校のマイケル先生に心

から感謝します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャンプ最初の訪問地は、

「白壁俱楽部」。いきなり

豪華なコース料理でスタ

ート！ 

三朝町教育委員会を訪

問。施設利用など、大変お

世話になりました。 
タイミングがぴったり合え

ば、こんなことが起こる！

センタージャンプにて。 

１日目の夜、河原温泉

に向かう勇者たち。真

っ暗だから大丈夫！？ 

美味しくて、ついつい

具材を乗せすぎてしま

うウェズリー先生。 

演習以外でも、日々の会話

を英語でできるのもこのキ

ャンプの魅力の１つ。 ２泊３日のキャンプを終えて、メイン会場

の前で記念撮影。満足感・達成感が全員

の表情から伝わってきます。 

３日目 ３月２７日（土） 


